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序論　﻿　﻿

ୈ̍ɽຽ๏ͱは
民法ʹࢲ法の一ൠ法
律する法ن的生活をࢲʹ法ࢲ
一ൠ法ʹ஍域・ਓ等に限定されない、一ൠ的な関係をن律している法
（ʹ基本的なルール）
ĬĿ．おۚを返して΄しい、Қँྉをࢧ෷え、Ոをചって΄しい
ˠ全て民法の適用あり
Īĭ．特別法ʹ特घな事項ないし特घなਓについてن定しているもの
ĬĿ．会社法ˠ会社にのみ適用される

ୈ̎ɽຽ๏のߏ଄

̍ɽ࢈ࡒ๏

ᾇ　総則
定ن法の全てに適用がある（Ո族法に適用があるかは૪いあり）࢈ࡒ

ᾈ　物権
物に対する権利に関するن定

ア　総則
物に対する権利全てに適用があるن定

Π　各則
各物権（eY．所有権、఍当権）のઐ用のن定

ᾉ　債権
ਓに対する権利に関するن定

ア　総論（総則）
債権全てに適用があるن定

Π　各論
各債権ઐ用のن定

̎ɽՈ଒๏

ᾇ　親族法
਎分関係をن定（eY．夫්、親ࢠ）

ᾈ　相続法
ਓのࢮを原Ҽとする࢈ࡒ関係をن定（eY．法定相続、Ҩ言）




